












What causes teachers’perceived difficulties?: 



























































































校内に設け、2008年 4月から 2009年 3月までの約 1年間に 1時間半から 2時間ほどの会
を 14回行った。また、その間私の家で 2回の食事会も行った。以下は協力者の詳細である。 
 
表 1：研究協力者の情報（2008年 4月時点） 
  
Ｊさん  20代前半 
日本語教師歴 3年 
（韓国 2年・日本 1年） 
Ｐさん  20代後半 
日本語教師歴 3年半 
（韓国 1年・日本 2年半） 















Ｊさん Ｐさん Ｕさん 
2009年 6月 24日（1回目） 
2009年 8月 4日（2回目） 
2009年 10月 20日（3回目） 
2009年 12月 1日（4回目） 
2009年 7月 18日（1回目） 
2009年 8月 5日（2回目） 
2009年 12月 8日（3回目） 
2010年 4月 2日（4回目）   
2009年 6月 30日（1回目） 
2009年 8月 1日（2回目） 
2009年 9月 5日（3回目） 
2010年 6月 5日（4回目） 
2010年 12月 18日（5回目） 
 
Ｊさんは７か月の間に 4回、Ｐさんは 10か月の間に 4回、Ｕさんは 18カ月の間に 5回






























































聞いてくれるんですけど ＜中略＞ いつもこんな元気やのに 自分の導入の仕方によ
ってこんなに静かになるんやーってショックを受けて なんかこの文型のときはすごい
盛り上がってこの文型の時はピーンって【笑】 このピーンのときがもう息がつまりそ





























































がないと 皆で楽しく そういうのが好きですね 韓国で先生の授業楽しいとか面白い


















































もう 惹きつけられる授業ってところに行きますよね そのためにもネタが必要って                             












































くて 漢字が読めないとテストができないよとか 結構話せるのに もう一回このレベ
ルするの？とか なんかそういうことを全然言ってあげられてないっていうか そうい
















ようになった感じです私 今までは 話さない とか うるさいよとか そんなんばっ
  
かりだったんですけど 今のほうがなんかいいですよね それがやっとできるようにな











































P：なんか幼いんですね みんな ただ単に我慢がきかない 今僕の質問に今すぐ答えてく
れって人が多い気がする【笑】 それが共通認識だと思う なんか年の割には言ってい


















なことが始まりそうって思ったら ＜中略＞ なんかちょっと最近こう コントロール
  
のしすぎ？って言ったらいいかなー ストップストップみたいな 学生をコントロール
しすぎてるから よけい駄目っぽくなって 授業の中ではまとめたーいと思いつつも 




































からないまま 毎日週 5の上級クラス授業だけで でもそんときはまだ上級の経験もそ
んなあるわけないっていうか ない で なんかあのぐったりした学生にも慣れてな
いし 反応がないとかにも慣れてないのに 謎の文型がいっぱい出てきて もう調べ
るのだけで精いっぱいで かつ進路やなにやって言われたら！ パンクしてたんです
よ で ちょっとリハビリが必要やって【笑】 ＜中略＞ 上級のこの時の他の先生た
ちをみるともう至らなさがさらに際立つっていうか ＜中略＞ ま みなさんちゃん
としているのに 私ひとりとんちんかんでと思ってたんですね 実際にとんちんかん
だったんですけど でも 本当に疲れてたんです まいってた まいったんです な
んかもうああーってなっているうちに半年終わったみたいな ちょっと回復させてほ






























この時期（＝卒業クラスを卒業させた後）に結構言ってたんです 私 ＜中略＞ もう
しんどいしんどいって だからあの時（＝会に参加する前）はよっぽどもうたまってた
まって爆発寸前っていうか もう誰彼かまわず言ってたみたい 4T の会が私には役に
立ってるんですけど 自分で分析したんです ああこの時期だったって 日本語教師っ
て中で一番ぐんって落ちてリハビリぐらいの時 私は結構言ってすっきりする方だと思
うからよけいに効いたのかもしれませんね また聞いてくれる先生たちがよかったと思
います なんかこう頭ごなしに否定するでもなく ふんふんって わかるわかるって感
じでみんなが聞いてくれたから もうまさにリハビリの感じでした セラピー リラッ
クスとか楽になるとかそんな感じ 癒し？ ＜中略＞ 気分を楽にしてくださいってい
うような 気分をほぐす？ 私やっぱり疲れきってたみたい【笑】 20100402P4文字化 



























P：外国語を勉強しに来ているってことは こうあるはずよって ＜中略＞ そうできない
と あれ？私？って 私の教え方がって すいません わたしがいたらんでーってなる
んです ああーそっか そうですそうです みんなが私じゃない 皆を見てると昔の私
を見ているみたいで たぶん 語学学校はこういうものだっていうイメージがよっぽど
これ強かったみたい 違和感なんですよ【笑】 もう全然違う あれ？って ＜中略＞ 
授業中寝るなんてあり得ないんですよね 自分でこっちにきといて なんかでもこれ押
しつけですね 私はこうやったからあんたら（＝学生たち）もできるはずーっていうち
ょっとしたスパルタの人みたい【笑】 ああ 私全然やさしくない 20091208P3文字化 

























いの だから無理やりはぎ取る そういうのはしなくなったんです むしろそのほうが
いうことを聞くっていうことに気がついたんです だからうまいこと太陽の方にシフト

















と思います あ こんなにがんじがらめになんなくても うまくいくときはうまくいく


































ど 両方？ それは努力して手に入るものなのか それをある程度持っていた人が教師
































ないよね でも 日本語学校はそこまで（予備校的な感じ）じゃないしー ここが学校
って思ってない人もいるけど でもわたしが学生ならある程度ぐいぐい引っ張って行っ
てくれる先生がいいなと思うから それを思うと自分には適性があるのかなって ぐい





















U：その先生はすごい学生をほめるのが上手 で 話もめっちゃ面白い男の先生 で 怒る
時はめっちゃ厳しい バシバシで 全員椅子の上に正座させたりしてたし 厳しさと優
しさと面白さが もう完璧なバランス 思い出の先生やな だから先生はそれぐらいの
バランスがないとあかんって思っているから 今の適性がつらい 20090905U3文字化 












業はわかりやすかったけど 教える能力じゃない 適性っていうのは 教えるのは当た

























か悲しいというか ＜中略＞ キャリアとして積み上げたいのに 積み上げてるつ




















U：今壁をすごい感じて さーどうしようっていう 壁が大きすぎるから ふたつのどっち
かを崩すしか それか第 3 の道を見つけるか どうにかしないとちと苦しすぎるので 
現実問題が変わらないので 理想の壁 目指すゴールがある適性の方を崩すか それと
も抜け道というか違う道を見つけるか 適性が崩せたらそりゃ楽でええけど 短期では
身につかないと思うから それこそ覚悟を決めないといけないし ま ここまではわか
った すごい進歩やと思うけど 壁がわかったもんね ぼんやりしたのが はっきり 




























T：なんか 前会で話したこともあったけど 教師のタイプって Jさんや私はたぶん主役タ
イプだろうと 前に立って私を見てーって感じで スポットライト浴びて 学生を引っ
張るみたいな でも Uさんとか Pさんて 人前が苦手って 裏方でいいんですって だ








U：なるほど！ え そういう教師もあり？ だからやっぱり私の中の教師とは主役タイプ
の人じゃないとできないという思い込みがあるわけよ 小学校の時の先生のイメージ 
あそこに自分がどうしてもいけなくて すごいこうなんていうの 辛いっちゅうかー 
適性がないって それで悩んでる自信がない ＜中略＞ でも演出家タイプがって言わ













役にもっていける だから自分が前に立たへんねんけど 学生たちがなんかやってて 
ここ違うなっていうのとかをちょっと引っ張っていったりとか 細やかな対応ができる













たけど もし演出家タイプやったら ＜中略＞ それでうまくいったら それが私のス



























































































ンティア等が 56.6％、非常勤教師が 29.6％、常勤教師が 13.8％であり（文化庁, 2011）、
日振協（＝財団法人日本語教育振興協会）認定機関に絞ってその割合をみても、7 割が非






























ある（岡崎・岡崎, 1997, p. 15）。 
3） 内省的実践家とは「自分（や他の教師）のクラスで繰り広げられる教授・学習過程を十分理解するた
めに、自分（や他の教師）の教授過程を観察し、振り返る中で教授・学習過程の重要な諸点を発見し






文字化」は 2008 年 9 月 17 日の 4T の会 7 回目のＪさんの文字化データであることを示す。また、
「20090804Ｊ2文字化」は 2009年 8月 4日に行ったＪさんへの 2回目のインタビューでの文字化デー
タであることを示す。 
7） ピグマリオン効果（Pygmalion effect）とは、教育心理学における心理行動の 1つで、教師の期待に
よって学習者の成績が向上することである。1964年に米国の教育心理学者ロバート・ローゼンタール
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     付録 1：インタビューや会話データ内で使用する記号の凡例 
 ― ・・・語尾の伸びを表す               ！  ・・・勢いのある強い口調を表す 
 ？ ・・・疑問形のあがり調子での語尾の終わりを表す  【笑】 ・・・笑い声を表す      
（＝ ）・・・直前の語が意味している内容を示す     （  ） ・・・内容補充 
空白 ・・・文字化の中の 1文字分の空白は話者の発話中の区切りを表す 
 
